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令 和 ７ 年 第 １ 回 小 城 市 議 会 定 例 会 提 案 理 由  

（ 令 和 ７ 年 ２ 月 2 1 日 開 会 ）  

 

お は よ う ご ざ い ま す 。本 日 こ こ に 、令 和 ７ 年 第 １ 回 小

城 市 議 会 定 例 会 を 招 集 い た し ま し た と こ ろ 、議 員 の 皆 様

に は 、 御 参 集 を 賜 り 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。  

 

 そ れ で は 、こ れ よ り 本 定 例 会 に 提 案 い た し て お り ま す

議 案 の 提 案 理 由 を 御 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

ま ず 、専 決 処 分 の 承 認 を 求 め る こ と に つ い て で ご ざ い

ま す 。  

 

 議 案 第 １ 号  令 和 ６ 年 度 小 城 市 一 般 会 計 補 正 予 算（ 第

９ 号 ）で ご ざ い ま す が 、既 定 の 歳 入 歳 出 予 算 に 、歳 入 歳

出 そ れ ぞ れ １ 億 3 , 9 0 5 万 円 を 追 加 し 、 補 正 後 の 予 算 の

総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 2 6 5 億 4 , 4 1 3 万 ６ 千 円 と し た

も の で ご ざ い ま す 。  

 第 ２ 表  繰 越 明 許 費 補 正 で ご ざ い ま す が 、「 令 和 ６ 年

度 物 価 高 騰 対 策 給 付 金 支 給 事 業 （ 国 補 正 予 算 対 応 分 ）」

を 追 加 し た も の で ご ざ い ま す 。  

 

 補 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、歳 出 に つ き ま し て は 、令

和 ６ 年 度 物 価 高 騰 対 策 給 付 金 支 給 事 業（ 国 補 正 予 算 対 応

分 ） に 要 す る 執 行 経 費 を 計 上 し 、 歳 入 に つ き ま し て は 、
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こ れ に 伴 う 国 庫 支 出 金 な ど の ほ か 、財 政 調 整 基 金 繰 入 金

に よ り 財 源 調 整 を 行 っ て お り ま す 。  

 

本 議 案 に つ き ま し て は 、議 会 を 招 集 す る 時 間 的 余 裕 が

な か っ た た め 、 や む を 得 ず 地 方 自 治 法 第 1 7 9 条 第 １ 項

の 規 定 に よ り 、 令 和 ７ 年 １ 月 1 0 日 付 け で 専 決 処 分 を い

た し ま し た の で 、同 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 、こ れ を 報 告

し 、 議 会 の 承 認 を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 ２ 号  地 方 自 治 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律

の 施 行 に 伴 う 関 係 条 例 の 整 理 に 関 す る 条 例 で ご ざ い ま

す が 、地 方 自 治 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 が 施 行 さ れ る こ

と に 伴 い 、 所 要 の 規 定 の 整 備 を 行 う も の で ご ざ い ま す 。 

 

 次 に 、議 案 第 ３ 号  刑 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 施

行 に 伴 う 関 係 条 例 の 整 理 に 関 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、

刑 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 が 施 行 さ れ る こ と に 伴 い 、

所 要 の 規 定 の 整 備 を 行 う も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 ４ 号  小 城 市 行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個

人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用 等 に 関 す る 法 律 に 基 づ

く 個 人 番 号 の 利 用 及 び 特 定 個 人 情 報 の 提 供 に 関 す る 条

例 及 び 小 城 市 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 で ご ざ い ま

す が 、行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番

号 の 利 用 等 に 関 す る 法 律 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、所 要
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の 規 定 の 整 備 を 行 う も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 ５ 号  小 城 市 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 等

の 一 部 を 改 正 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、人 事 院 等 の 勧 告

に 鑑 み 、小 城 市 職 員 に つ い て 社 会 と 公 務 の 変 化 に 応 じ た

給 与 の 整 備 を 行 う も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 ６ 号  小 城 市 職 員 の 勤 務 時 間 、休 暇 等 に

関 す る 条 例 及 び 小 城 市 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例

の 一 部 を 改 正 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、仕 事 と 生 活 の 両

立 を 支 援 す る な ど の 措 置 を 講 じ る た め 、所 要 の 規 定 の 整

備 を 行 う も の で ご ざ い ま す 。  

改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、超 過 勤 務 の 免 除 の 対 象 と

な る 子 の 範 囲 を 拡 大 し 、ま た 仕 事 と 介 護 の 両 立 支 援 制 度

に 関 す る 情 報 提 供 や 研 修 の 実 施 、 相 談 窓 口 の 設 置 な ど 、

両 立 支 援 制 度 を 利 用 し や す い 勤 務 環 境 の 整 備 を 図 る よ

う 改 正 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 ７ 号  小 城 市 非 常 勤 消 防 団 員 に 係 る 退 職

報 償 金 の 支 給 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 で ご

ざ い ま す が 、消 防 団 員 の 処 遇 改 善 を 図 る た め 、所 要 の 規

定 の 整 備 を 行 う も の で ご ざ い ま す 。  

改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、消 防 団 員 退 職 報 償 金 の 勤

務 年 数 区 分 に 、 新 た に 「 3 5  年 以 上 」 の 区 分 を 追 加 す る

も の で ご ざ い ま す 。  
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次 に 、議 案 第 ８ 号  小 城 市 債 権 管 理 条 例 で ご ざ い ま す

が 、市 の 債 権 の 管 理 に 関 す る 統 一 的 な 処 理 基 準 を 定 め る

こ と に よ り 、債 権 管 理 の 適 正 化 を 図 る た め 、条 例 を 制 定

す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 ９ 号  小 城 市 国 民 健 康 保 険 税 条 例 の 一 部

を 改 正 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、国 民 健 康 保 険 財 政 を 安

定 的 に 運 営 す る た め 、国 民 健 康 保 険 税 の 税 率 及 び 税 額 を

改 正 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 1 0 号  小 城 市 廃 棄 物 の 減 量 推 進 、 適 正

処 理 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 で ご ざ い ま

す が 、廃 棄 物 処 理 費 用 の 増 加 に 伴 い 、家 庭 系 廃 棄 物 処 理

手 数 料 及 び 家 庭 系 廃 棄 物 の 粗 大 ご み 処 理 手 数 料 を 見 直

す も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 1 1 号  組 織 機 構 改 革 に 伴 う 関 係 条 例 の

整 備 に 関 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、令 和 ７ 年 ４ 月 １ 日 か

ら の 機 構 改 革 に 伴 い 、 課 名 を 変 更 す る 必 要 が あ る た め 、

関 係 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 1 2 号  小 城 市 手 話 言 語 の 普 及 及 び 障 が

い の 特 性 に 応 じ た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 手 段 の 利 用 の 促

進 に 関 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、全 て の 市 民 が 、障 が い
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の 有 無 に か か わ ら ず 心 を 通 わ せ 、互 い の 人 格 及 び 個 性 を

尊 重 し 合 い 、も っ て 全 て の 市 民 が 安 心 し て 暮 ら す こ と が

で き る 共 生 社 会 の 実 現 を 図 る た め 、条 例 を 制 定 す る も の

で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 1 3 号  小 城 市 水 道 事 業 給 水 条 例 の 一 部

を 改 正 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、水 道 法 施 行 令 が 改 正 さ

れ た こ と に 伴 い 、布 設 工 事 監 督 者 等 の 資 格 要 件 を 改 め る

た め 、 所 要 の 規 定 の 整 備 を 行 う も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 1 4 号  小 城 市 下 水 道 条 例 等 の 一 部 を 改

正 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、下 水 道 法 施 行 令 の 改 正 及 び

佐 賀 西 部 広 域 水 道 企 業 団 の 水 道 料 金 徴 収 方 法 の 変 更 に

伴 い 、 所 要 の 規 定 の 整 備 を 行 う も の で ご ざ い ま す 。  

改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、汚 水 の 排 除 に 係 る 水 質 基

準 の 改 正 及 び 下 水 道 等 使 用 料 の 徴 収 業 務 を 委 託 し て い

る 佐 賀 西 部 広 域 水 道 企 業 団 が 、徴 収 月 を 毎 月
ま い つ き

か ら 隔 月
か く げ つ

に

変 更 す る こ と に 伴 い 、下 水 道 等 使 用 料 の 徴 収 月 も 変 更 す

る 必 要 が あ る た め 、関 係 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る も の

で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 1 5 号  小 城 市 教 育 振 興 基 金 条 例 の 一 部

を 改 正 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、教 育 振 興 基 金 に 佐 賀 県

Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会 か ら の 寄 附 金 を 財 源 と し た 佐 賀 県 Ｐ Ｔ Ａ

連 合 会 基 金 を 新 た に 追 加 す る た め 、所 要 の 規 定 の 整 備 を
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行 う も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 1 6 号  小 城 市 家 庭 的 保 育 事 業 等 の 設 備

及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る

条 例 で ご ざ い ま す が 、家 庭 的 保 育 事 業 等 の 設 備 及 び 運 営

に 関 す る 基 準 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、所 要 の 規 定 の 整

備 を 行 う も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 1 7 号  小 城 市 国 民 健 康 保 険 病 院 事 業 の

廃 止 に 伴 う 関 係 条 例 の 整 備 に 関 す る 条 例 で ご ざ い ま す

が 、 令 和 ７ 年 ６ 月 3 0 日 を も っ て 小 城 市 国 民 健 康 保 険 病

院 事 業 を 廃 止 す る こ と に 伴 い 、関 係 す る 条 例 の 廃 止 及 び

一 部 を 改 正 す る 必 要 が あ る た め 、所 要 の 規 定 の 整 備 を 行

う も の で ご ざ い ま す 。  

 

 次 に 、 議 案 第 1 8 号  工 事 請 負 契 約 の 変 更 に つ い て で

ご ざ い ま す が 、令 和 ６ 年 度  前 満 江 鉱 害 ポ ン プ 排 水 施 設

維 持 管 理 事 業  １ 号 ポ ン プ 設 備 等 改 修 工 事 に お い て 、当

初 契 約 金 額 の １ 億 6 , 7 7 5 万 円 を １ 億 6 , 9 3 4 万 3 , 9 0 0 円

に 変 更 す る た め 、地 方 自 治 法 第 9 6  条 第 １ 項 第 ５ 号 の 規

定 に よ り 、 議 会 の 議 決 を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。  

 

 次 に 、 議 案 第 1 9 号  工 事 請 負 契 約 の 変 更 に つ い て で

ご ざ い ま す が 、令 和 ６ 年 度  芦 刈 鉱 害 排 水 機 場 維 持 管 理

事 業  三 王 崎 排 水 機 場 １ 号 ポ ン プ 設 備 等 改 修 工 事 に お
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い て 、当 初 契 約 金 額 の ２ 億 2 4 0 万 円 を ２ 億 3 9 2 万 3 , 5 00

円 に 変 更 す る た め 、地 方 自 治 法 第 9 6  条 第 １ 項 第 ５ 号 の

規 定 に よ り 、 議 会 の 議 決 を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 2 0 号  小 城 市 道 路 線 の 認 定 に つ い て で

ご ざ い ま す が 、牛 津 川 遊 水 地 事 業 に 伴 い 、集 団 移 転 先 造

成 地 内 に 新 設 す る 開 発 道 路 を 市 道 と し て 管 理 す る 必 要

が あ る た め 、道 路 法 第 ８ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 議 会 の 議

決 を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 2 1 号  小 城 市 道 路 線 の 変 更 に つ い て で

ご ざ い ま す が 、牛 津 川 遊 水 地 事 業 に お い て 、山 崎 川 の 河

道 が 切 り 替 え ら れ る こ と に 伴 い 、市 道 橋 内 線 の 終 点 位 置

を 変 更 す る 必 要 が あ る た め 、 道 路 法 第 1 0 条 第 ３ 項 の 規

定 に よ り 議 会 の 議 決 を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。  

 

続 き ま し て 、予 算 関 係 議 案 に つ い て 御 説 明 申 し 上 げ ま

す 。  

 

ま ず 、 議 案 第 2 2 号  令 和 ６ 年 度 小 城 市 一 般 会 計 補 正

予 算 （ 第 1 0 号 ） で ご ざ い ま す が 、 既 定 の 歳 入 歳 出 予 算

か ら 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ ６ 億 3 , 3 2 7 万 １ 千 円 を 減 額 し 、

補 正 後 の 予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 2 5 9 億 1 , 0 8 6

万 ５ 千 円 と す る も の で ご ざ い ま す 。  

第 ２ 表  繰 越 明 許 費 補 正 で ご ざ い ま す が 、「 保 育 所 等
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整 備 補 助 事 業 」か ら「 林 業 施 設 災 害 復 旧 事 業 」ま で の 1 2

事 業 を 追 加 す る も の で ご ざ い ま す 。  

第 ３ 表  債 務 負 担 行 為 補 正 で ご ざ い ま す が 、「 学 校 給

食 セ ン タ ー 改 築 事 業（ 令 和 ６ 年 度 人 件 費・燃 料 費 高 騰 分 ）」

を 追 加 し 、「 可 燃 物 収 集 運 搬 車 購 入 費 」 の 限 度 額 を 変 更

す る も の で ご ざ い ま す 。  

第 ４ 表  地 方 債 補 正 で ご ざ い ま す が 、「 社 会 資 本 整 備

総 合 交 付 金 事 業 （ 新 設 改 良 ）」 に つ き ま し て は 、 国 の 経

済 対 策 に よ る 前 倒 し 分 を 追 加 し 、「 特 定 地 域 づ く り 事 業

推 進 補 助 事 業 」か ら「 農 地 及 び 農 業 用 施 設 災 害 復 旧 事 業 」

ま で の 3 2 事 業 に つ き ま し て は 、限 度 額 を 変 更 し 、「 海 苔

養 殖 漁 場 環 境 改 善 緊 急 対 策 事 業 」及 び「 生 涯 学 習 セ ン タ

ー 管 理 運 営 事 業 」に つ き ま し て は 、事 業 費 の 減 及 び 事 業

の 年 度 間 調 整 に よ り 廃 止 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

そ れ で は 、補 正 の 主 な 内 容 に つ き ま し て 、ま ず 歳 出 か

ら 御 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

第 ３ 款  民 生 費 で ご ざ い ま す が 、「 介 護 給 付 費 ・ 訓 練

等 給 付 費 支 給 事 業 」に つ き ま し て は 、障 害 福 祉 サ ー ビ ス

等 の 報 酬 改 定 の 増 加 に 伴 う 扶 助 費 を 計 上 し て お り ま す 。 

次 に 、「 子 ど も の た め の 教 育 ・ 保 育 給 付 事 業 」 に つ き

ま し て は 、民 間 保 育 所 運 営 費 の 公 定 価 格 改 定 の 増 加 等 に

伴 う 負 担 金 を 計 上 し て お り ま す 。  

次 に 、「 生 活 保 護 費 支 給 事 務 」 に つ き ま し て は 、 生 活
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保 護 受 給 者 の 医 療 費 の 増 加 等 に 伴 う 扶 助 費 を 計 上 し て

お り ま す 。  

 

第 ４ 款  衛 生 費 で ご ざ い ま す が 、「 定 期 予 防 接 種 事 業

（ Ａ 類 疾 病 ）」 に つ き ま し て は 、 子 宮 頸 が ん 予 防 ワ ク チ

ン 接 種 の 増 加 等 に 伴 う 委 託 料 を 計 上 し て お り ま す 。  

次 に 、「 新 公 立 病 院 建 設 事 業 」 に つ き ま し て は 、 令 和

７ 年 ７ 月 １ 日 の 開 設 に 向 け た 公 立 佐 賀 中 央 病 院 の 事 務

及 び 整 備 に 要 す る 経 費 の 負 担 金 及 び 病 院 事 業 基 金 へ の

積 立 金 を 計 上 し て お り ま す 。  

 

第 ６ 款  農 林 水 産 業 費 で ご ざ い ま す が 、「 農 業 用 た め

池 維 持 管 理 事 業 」、「 県 営 ク リ ー ク 防 災 機 能 保 全 対 策 事 業

（ 小 城 地 区 ）」 及 び 「 農 業 用 河 川 工 作 物 応 急 対 策 事 業 」

に つ き ま し て は 、国 の 経 済 対 策 や 県 支 出 金 の 追 加 交 付 に

呼 応 し 、後 年 度 予 定 事 業 の 前 倒 し 分 を 計 上 し て お り ま す 。 

 

第 ８ 款  土 木 費 で ご ざ い ま す が 、「 社 会 資 本 整 備 総 合

交 付 金 事 業 （ 新 設 改 良 ）」 に つ き ま し て は 、 国 の 経 済 対

策 に 呼 応 し 、後 年 度 予 定 事 業 の 前 倒 し 分 の 追 加 な ど 含 め

て 減 額 補 正 し て お り ま す 。  

次 に 、「 牛 津 川 遊 水 地 事 業 」 に つ き ま し て は 、 事 業 の

進 捗 状 況 を 踏 ま え た 実 績 見 込 み に よ り 減 額 補 正 し て お

り ま す 。  
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第 ９ 款  消 防 費 で ご ざ い ま す が 、「 防 災 行 政 無 線 維 持

管 理 運 営 事 業 」に つ き ま し て は 、事 業 の 進 捗 状 況 を 踏 ま

え た 実 績 見 込 み に よ り 減 額 補 正 し て お り ま す 。  

 

第 1 0 款  教 育 費 で ご ざ い ま す が 、「 学 校 教 育 事 務 」に

つ き ま し て は 、佐 賀 県 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会 か ら の 寄 附 金 に つ い

て 後 年 度 以 降 の 教 育 振 興 資 金 に 充 て る た め の 積 立 金 を

計 上 し て お り ま す 。  

 

以 上 、歳 出 の 主 な も の に つ い て 申 し 上 げ ま し た が 、歳

入 に つ き ま し て は 、事 務 事 業 に 伴 う 国・県 支 出 金 、分 担

金 及 び 負 担 金 、諸 収 入 、市 債 の ほ か 、市 税 、地 方 交 付 税 、

財 産 収 入 、寄 附 金 な ど を 計 上 し 、基 金 繰 入 金 に よ り 財 源

調 整 を 行 う も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 2 3 号  令 和 ６ 年 度 小 城 市 国 民 健 康 保 険

特 別 会 計 補 正 予 算（ 第 ４ 号 ）で ご ざ い ま す が 、既 定 の 歳

入 歳 出 予 算 か ら 、 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ １ 億 3 , 1 0 0 万 ６ 千

円 を 減 額 し 、 補 正 後 の 予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ

5 0 億 9 , 2 4 6 万 ６ 千 円 と す る も の で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、歳 入 に つ き ま し て は 、

保 険 給 付 費 等 交 付 金 を 減 額 し 、基 金 繰 入 金 を 増 額 す る も

の で ご ざ い ま す 。  

ま た 、歳 出 に つ き ま し て は 、一 般 被 保 険 者 療 養 給 付 費

及 び 基 金 積 立 金 を 減 額 す る も の で ご ざ い ま す 。  
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次 に 、 議 案 第 2 4 号  令 和 ６ 年 度 小 城 市 後 期 高 齢 者 医

療 特 別 会 計 補 正 予 算（ 第 ４ 号 ）で ご ざ い ま す が 、既 定 の

歳 入 歳 出 予 算 か ら 、 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 9 8 0 万 ６ 千 円 を

減 額 し 、 補 正 後 の 予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ ７ 億

3 , 8 4 2 万 ９ 千 円 と す る も の で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、歳 入 に つ き ま し て は 、

一 般 会 計 繰 入 金 を 減 額 す る も の で ご ざ い ま す 。   

ま た 、歳 出 に つ き ま し て は 、後 期 高 齢 者 医 療 広 域 連 合

納 付 金 を 減 額 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 2 5 号  令 和 ６ 年 度 小 城 市 水 道 事 業 会 計

補 正 予 算（ 第 ３ 号 ）で ご ざ い ま す が 、収 益 的 収 入 及 び 支

出 の 既 定 の 予 算 に そ れ ぞ れ 2 7 万 ７ 千 円 を 増 額 し 、 補 正

後 の 予 算 の 総 額 を 収 益 的 収 入 及 び 支 出 そ れ ぞ れ ３ 億

2 , 6 3 2 万 ９ 千 円 と す る も の で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、収 益 的 支 出 の 委 託 料

を 減 額 し 、固 定 資 産 減 価 償 却 費 を 増 額 し 、収 支 の 調 整 の

た め 、 予 備 費 を 増 額 す る も の で ご ざ い ま す 。  

次 に 、 資 本 的 収 入 の 既 定 の 予 算 か ら 3 6 万 ４ 千 円 を 減

額 し 、補 正 後 の 予 算 の 総 額 を ２ 億 2 7 1 万 １ 千 円 と し 、資

本 的 支 出 の 既 定 の 予 算 か ら 3 4 万 ５ 千 円 を 減 額 し 、 補 正

後 の 予 算 の 総 額 を ４ 億 2 , 2 9 5 万 １ 千 円 と す る も の で ご

ざ い ま す 。  

補 正 の 主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、資 本 的 収 入 は 給 水 管
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布 設 替 工 事 に 伴 う 工 事 負 担 金 、資 本 的 支 出 は 工 事 請 負 費

を そ れ ぞ れ 減 額 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 2 6 号  令 和 ６ 年 度 小 城 市 病 院 事 業 会 計

補 正 予 算（ 第 ４ 号 ）で ご ざ い ま す が 、収 益 的 収 入 の 既 定

の 予 算 か ら 4 , 8 6 6 万 ７ 千 円 を 減 額 し 、 補 正 後 の 予 算 の

総 額 を 1 0 億 3 , 7 3 7 万 ６ 千 円 と す る も の で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、収 益 的 収 入 に つ き ま

し て は 、 医 業 収 益 を 減 額 す る も の で ご ざ い ま す 。  

収 益 的 支 出 に つ き ま し て は 、経 費 及 び 減 価 償 却 費 を 増

額 し 、 研 究 研 修 費 を 減 額 す る も の で ご ざ い ま す 。  

次 に 、 資 本 的 収 入 の 既 定 の 予 算 に 2 7 4 万 ９ 千 円 を 増

額 し 、補 正 後 の 予 算 の 総 額 を 2 , 7 2 5 万 ２ 千 円 と し 、資 本

的 支 出 の 既 定 の 予 算 に 5 , 0 0 0 万 円 を 増 額 し 、 補 正 後 の

予 算 の 総 額 を １ 億 3 1 4 万 ８ 千 円 と す る も の で ご ざ い ま

す 。  

補 正 の 主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、資 本 的 収 入 は 国 保 調

整 交 付 金 の 交 付 額 の 確 定 に よ り 、国 保 会 計 補 助 金 を 増 額

す る も の で ご ざ い ま す 。資 本 的 支 出 は 病 院 統 合 に 伴 い 一

般 会 計 繰 出 金 を 増 額 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 2 7 号  令 和 ６ 年 度 小 城 市 下 水 道 事 業 会

計 補 正 予 算（ 第 ５ 号 ）で ご ざ い ま す が 、収 益 的 収 入 の 既

定 の 予 算 に 2 4 1 万 ２ 千 円 を 増 額 し 、 補 正 後 の 予 算 の 総

額 を 1 9 億 2 , 9 1 1 万 ６ 千 円 と し 、 収 益 的 支 出 の 既 定 の 予
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算 か ら 2 , 3 7 4 万 ６ 千 円 を 減 額 し 、 補 正 後 の 予 算 の 総 額

を 1 5 億 8 , 8 7 5 万 ５ 千 円 と す る も の で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、収 益 的 収 入 は 使 用 料

収 入 を 増 額 し 、収 益 的 支 出 は 処 理 場 維 持 管 理 費 の 実 績 に

伴 い 減 額 す る も の で ご ざ い ま す 。  

次 に 、資 本 的 収 入 の 既 定 の 予 算 か ら １ 億 3 , 4 4 6 万 ５ 千

円 を 減 額 し 、 補 正 後 の 予 算 の 総 額 を ８ 億 3 , 1 0 2 万 １ 千

円 と し 、 資 本 的 支 出 の 既 定 の 予 算 か ら １ 億 3 , 0 1 2 万 ８

千 円 を 減 額 し 、 補 正 後 の 予 算 の 総 額 を 1 6 億 3 , 2 2 1 万 ３

千 円 と す る も の で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、資 本 的 収 入 及 び 資 本

的 支 出 は 、い ず れ も 管 渠 建 設 費 に お け る 国 庫 補 助 金 の 配

分 が 不 足 し た こ と に 伴 い 減 額 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 2 8 号  令 和 ７ 年 度 小 城 市 一 般 会 計 予 算

で ご ざ い ま す が 、予 算 総 額 は 、歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 2 6 5 億

9 , 1 5 9 万 ８ 千 円 で ご ざ い ま す 。  

前 年 度 の 当 初 予 算 と 比 較 し ま す と 、プ ラ ス 6 . 4％ 、 1 6

億 9 5 6 万 ６ 千 円 の 増 と な っ て お り ま す 。  

第 ２ 表  債 務 負 担 行 為 に つ き ま し て は 、「 資 源 物 （ び

ん・ガ ラ ス・陶 器 等 ）分 別 処 理 及 び 運 搬 業 務 」か ら「 小

城 体 育 セ ン タ ー 等 指 定 管 理 料 」ま で の ４ 事 業 の 期 間 及 び

限 度 額 を 定 め る も の で ご ざ い ま す 。  

第 ３ 表  地 方 債 に つ き ま し て は 、「 特 定 地 域 づ く り 事

業 推 進 補 助 事 業 」か ら「 芦 刈 鉱 害 排 水 機 場 維 持 管 理 事 業 」
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ま で の 3 9 事 業 に つ い て 、 起 債 の 目 的 、 限 度 額 な ど を 定

め る も の で ご ざ い ま す 。  

そ の 他 、 一 時 借 入 金 の 借 入 れ の 最 高 額 を 1 5 億 円 と 定

め る も の で ご ざ い ま す 。  

 

な お 、令 和 ７ 年 度 一 般 会 計 予 算 に つ き ま し て は 、骨 格

予 算 と し て 編 成 し て お り ま す が 、令 和 ７ 年 ７ 月 １ 日 開 設

の 公 立 佐 賀 中 央 病 院 へ の 出 資 金 、小 城 市 民 病 院 閉 院 に 伴

う 剰 余 金 を 病 院 事 業 基 金 に 積 立 て る 予 算 を 計 上 し て い

る た め 、 予 算 規 模 が 前 年 度 よ り 増 加 し て お り ま す 。  

 

次 に 、新 た に 取 り 組 む も の な ど 、主 な 事 業 に つ い て 御

説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

ま ず 、 第 ２ 款  総 務 費 で ご ざ い ま す が 、「 基 幹 系 シ ス

テ ム 運 用・管 理 事 業 」に つ き ま し て は 、次 期 業 務 用 の 情

報 端 末 機 等 の 一 斉 更 新 に 要 す る 賃 借 料 な ど を 計 上 し て

お り ま す 。  

次 に 、「 Ｄ Ｘ
ディエックス

推 進 事 業 」に つ き ま し て は 、地 方 公 共 団

体 情 報 シ ス テ ム の 標 準 化・共 通 化 に 向 け て 対 応 す る た め

の 委 託 料 な ど を 計 上 し て お り ま す 。  

そ の 他 、「 戸 籍 事 務 」 に つ き ま し て は 、 日 本 国 籍 を 有

す る 方 へ の 戸 籍 氏 名 の 振 り 仮 名 登 録 の 法 制 化 に 伴 う 委

託 料 な ど を 計 上 し て お り ま す 。  
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第 ３ 款  民 生 費 で ご ざ い ま す が 、「 生 き が い デ イ サ ー

ビ ス セ ン タ ー 運 営 事 業 」に つ き ま し て は 、小 城 市 生 き が

い デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー の 建 物 老 朽 化 に 伴 う 解 体 工 事

に 向 け て 、ア ス ベ ス ト 含 有 分 析 調 査 の 委 託 料 を 計 上 し て

お り ま す 。  

次 に 、「 子 ど も の 医 療 費 助 成 事 業 」 に つ き ま し て は 、

令 和 ７ 年 度 か ら 対 象 年 齢 を 1 8 歳 年 度 末 ま で に 拡 充 す る

た め の 扶 助 費 を 含 め て 計 上 し て お り ま す 。  

次 に 、「 こ ど も 家 庭 セ ン タ ー 運 営 事 業 」 に つ き ま し て

は 、母 子 保 健 機 能 及 び 児 童 福 祉 機 能 の 一 体 的 な 運 営 を 通

じ て 、 切 れ 目 の な い 包 括 的 な 子 育 て 支 援 を 行 う た め に 、

こ ど も 家 庭 セ ン タ ー を 開 設 し 、そ の 運 営 経 費 を 計 上 し て

お り ま す 。  

そ の 他 、「 小 城 保 健 福 祉 セ ン タ ー 管 理 運 営 事 業 」 に つ

き ま し て は 、空 調 設 備 の 老 朽 化 に 伴 う 改 修 工 事 費 な ど を

計 上 し て お り ま す 。  

 

第 ４ 款  衛 生 費 で ご ざ い ま す が 、「 定 期 予 防 接 種 事 業

（ Ｂ 類 疾 病 ）」に つ き ま し て は 、令 和 ７ 年 度 か ら 帯 状 疱 疹
たいじょうほうしん

が 予 防 接 種 法 の Ｂ 類 疾 病 に 位 置 づ け ら れ る た め 、 6 5 歳

の 方 な ど を 対 象 と し た ワ ク チ ン 接 種 委 託 料 な ど を 計 上

し て お り ま す 。  

次 に 、「 廃 棄 物 中 継 セ ン タ ー 施 設 整 備 事 業 」 に つ き ま

し て は 、施 設 整 備 に 係 る 実 施 設 計 委 託 料 な ど を 計 上 し て

お り ま す 。  
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そ の 他 、「 新 公 立 病 院 建 設 事 業 」 に つ き ま し て は 、 令

和 ７ 年 ７ 月 １ 日 の 開 設 に 向 け た 公 立 佐 賀 中 央 病 院 の 事

務 及 び 整 備 に 要 す る 経 費 の 負 担 金 を 計 上 し て お り ま す 。 

ま た 、「 公 立 佐 賀 中 央 病 院 負 担 金 ・ 出 資 金 事 務 」 に つ

き ま し て は 、公 立 佐 賀 中 央 病 院 へ の 出 資 金 や 病 院 事 業 基

金 へ の 積 立 金 な ど を 計 上 し て お り ま す 。  

 

第 ６ 款  農 林 水 産 業 費 で ご ざ い ま す が 、「 多 面 的 機 能

支 払 交 付 金 事 業 」に つ き ま し て は 、活 動 組 織 の 広 域 化 に

よ る 補 助 金 な ど 計 上 し て お り ま す 。  

 

第 ７ 款  商 工 費 で ご ざ い ま す が 、「 小 城 商 工 会 議 所 商

工 振 興 対 策 補 助 金 」に つ き ま し て は 、令 和 ７ 年 度 に 日 本

商 工 会 議 所 青 年 部 連 合 九 州 ブ ロ ッ ク 大 会 が 小 城 商 工 会

議 所 青 年 部 の 主 管 で 開 催 さ れ る た め 、そ の 開 催 経 費 を 支

援 す る 補 助 金 を 計 上 し て お り ま す 。  

 

第 ８ 款  土 木 費 で ご ざ い ま す が 、「 社 会 資 本 整 備 総 合

交 付 金 事 業 （ 新 設 改 良 ）」 に つ き ま し て は 、 令 和 ６ 年 度

に 引 き 続 き 、市 道 宿・鷺 ノ 原 線 の 安 全 施 設 整 備 工 事 費 を

計 上 し て お り ま す 。  

次 に 、「 橋 り ょ う 補 修 事 業 」 に つ き ま し て は 、 令 和 ６

年 度 完 了 予 定 の 安 心 橋 架 替 工 事 に 伴 う 家 屋 事 後 調 査 の

委 託 料 を 計 上 し て お り ま す 。  

次 に 、「 牛 津 川 遊 水 地 事 業 」 に つ き ま し て は 、 事 業 地
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内 に お け る 市 道 大 江・小 隈 線 の 道 路 拡 幅 工 事 費 な ど を 計

上 し て お り ま す 。  

次 に 、「 移 住 ・ 定 住 対 策 事 業 」 に つ き ま し て は 、 芦 刈

町 内 の 定 住 促 進・空 き 家 改 修 等 や 県 外 か ら 市 内 に 移 住 し

た 1 8 歳 未 満 の 子 育 て 世 代 に 対 す る 補 助 金 な ど を 計 上 し

て お り ま す 。  

 次 に 、「 市 営 住 宅 維 持 管 理 事 業 」 に つ き ま し て は 、 令

和 ６ 年 度 に 引 き 続 き 、西 新 町 団 地 の 外 壁 等 改 修 工 事 費 な

ど を 計 上 し て お り ま す 。  

 

 第 ９ 款  消 防 費 で ご ざ い ま す が 、「 防 災 行 政 無 線 維 持

管 理 運 営 事 業 」に つ き ま し て は 、令 和 ６ 年 度 に 引 き 続 き 、

既 存 防 災 行 政 無 線 の 老 朽 化 に 伴 う 整 備 工 事 費 な ど を 計

上 し て お り ま す 。  

 

第 1 0 款  教 育 費 で ご ざ い ま す が 、「 放 課 後 児 童 健 全

育 成 事 業 」に つ き ま し て は 、芦 刈 観 瀾 校 の 芦 刈 第 ２ 放 課

後 児 童 ク ラ ブ の 増 設 経 費 及 び 桜 岡 小 学 校 の 桜 岡 第 ４ 放

課 後 児 童 ク ラ ブ の 整 備 工 事 費 な ど を 計 上 し て お り ま す 。 

次 に 、「 小 学 校 施 設 改 善 事 業 」 に つ き ま し て は 、 岩 松

小 学 校 の 屋 根・外 壁 等 改 修 工 事 費 な ど を 計 上 し て お り ま

す 。  

次 に 、「 生 涯 学 習 セ ン タ ー 管 理 事 業 」に つ き ま し て は 、

令 和 ６ 年 度 に 引 き 続 き 、建 物 老 朽 化 に 伴 う 改 修 工 事 に 合

わ せ た 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 設 備 導 入 等 の 工 事 費 な ど を
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計 上 し て お り ま す 。  

 

第 1 1 款  災 害 復 旧 費 で ご ざ い ま す が 、「 満 神 鉱 害 ポ

ン プ 排 水 施 設 維 持 管 理 事 業 」及 び「 芦 刈 鉱 害 排 水 機 場 維

持 管 理 事 業 」に つ き ま し て は 、排 水 機 場 の ポ ン プ 設 備 の

老 朽 化 に 伴 う 改 修 更 新 工 事 費 な ど を 計 上 し て お り ま す 。 

 

そ の 他 、国 の 経 済 対 策 に 呼 応 し 、物 価 高 騰 対 応 重 点 支

援 地 方 創 生 臨 時 交 付 金 の 一 部 を 活 用 し ま し て 、学 校 、保

育 所 及 び 幼 稚 園 に お け る 給 食 食 材 費 高 騰 に 伴 う 費 用 の

一 部 を 支 援 す る た め の 負 担 金 な ど を 計 上 し て お り ま す 。 

 

続 き ま し て 、 歳 入 に つ い て 御 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

第 １ 款  市 税 及 び 第 ９ 款  地 方 特 例 交 付 金 で ご ざ い

ま す が 、市 税 に つ き ま し て は 、令 和 ６ 年 度 の 個 人 市 民 税

の 時 限 的 な 定 額 減 税 制 度 の 施 行 の 影 響 な ど に よ り 、前 年

度 比 で 9 . 9％ の 増 を 、ま た 、地 方 特 例 交 付 金 に つ き ま し

て も 、 市 税 と 同 様 な 考 え の も と 、 前 年 度 比 で 8 0 . 0％ の

減 を そ れ ぞ れ 見 込 ん で お り ま す 。  

 

第 1 0 款  地 方 交 付 税 の う ち 普 通 交 付 税 に つ き ま し て

は 、総 務 省 の 地 方 財 政 対 策 等 を 考 慮 し ま し て 、前 年 度 比

で 0 . 8％ の 増 を 見 込 ん で お り ま す 。  
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第 1 8 款  繰 入 金 で ご ざ い ま す が 、 一 般 会 計 及 び 下 水

道 事 業 会 計 の 償 還 金 の 財 源 と し て 減 債 基 金 を 、公 共 施 設

整 備 の 財 源 と し て 公 共 施 設 整 備 基 金 を 、財 源 調 整 と し て

財 政 調 整 基 金 を そ れ ぞ れ 繰 り 入 れ て お り ま す 。  

ま た 、他 会 計 繰 入 金 と し ま し て 、小 城 市 民 病 院 閉 院 後

の 病 院 事 業 剰 余 金 を 小 城 市 病 院 事 業 清 算 特 別 会 計 か ら

繰 り 入 れ て お り ま す 。  

そ の 他 の 歳 入 で ご ざ い ま す が 、各 事 務 事 業 に 伴 う 国・

県 支 出 金 、分 担 金 及 び 負 担 金 、財 産 収 入 、市 債 な ど を 計

上 し て お り ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 2 9 号  令 和 ７ 年 度 小 城 市 国 民 健 康 保 険

特 別 会 計 予 算 で ご ざ い ま す が 、予 算 総 額 は 、歳 入 歳 出 そ

れ ぞ れ 4 8 億 9 , 0 2 2 万 円 で ご ざ い ま す 。  

前 年 度 の 当 初 予 算 と 比 較 し ま す と 、 マ イ ナ ス 4 . 5％ 、

２ 億 3 , 1 9 3 万 ９ 千 円 の 減 と な っ て お り ま す 。  

主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、 歳 入 で は 国 民 健 康 保 険 税 、

県 支 出 金 及 び 一 般 会 計 繰 入 金 を 計 上 し 、歳 出 で は 保 険 給

付 費 及 び 国 民 健 康 保 険 事 業 費 納 付 金 を 計 上 し て お り ま

す 。  

 

次 に 、 議 案 第 3 0 号  令 和 ７ 年 度 小 城 市 後 期 高 齢 者 医

療 特 別 会 計 予 算 で ご ざ い ま す が 、予 算 総 額 は 、歳 入 歳 出

そ れ ぞ れ ７ 億 7 , 5 1 0 万 ７ 千 円 で ご ざ い ま す 。  

前 年 度 の 当 初 予 算 と 比 較 し ま す と 、 プ ラ ス 5 . 3％ 、
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3 , 9 1 6 万 ６ 千 円 の 増 と な っ て お り ま す 。   

主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、歳 入 で は 後 期 高 齢 者 医 療 保

険 料 及 び 一 般 会 計 繰 入 金 を 計 上 し 、歳 出 で は 後 期 高 齢 者

医 療 広 域 連 合 納 付 金 を 計 上 し て お り ま す 。  

 

 次 に 、 議 案 第 3 1 号  令 和 ７ 年 度 小 城 市 病 院 事 業 清 算

特 別 会 計 予 算 で ご ざ い ま す 。  

 令 和 ７ 年 ６ 月 3 0 日 を も っ て 小 城 市 病 院 事 業 を 廃 止 す

る こ と に 伴 う 清 算 経 費 に つ き ま し て は 、そ の 経 費 の 明 確

化 の 観 点 か ら 、新 た に 小 城 市 病 院 事 業 清 算 特 別 会 計 予 算

と し て 調 製 し て お り ま す 。  

 予 算 総 額 は 、 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 2 0 億 1 , 4 7 5 万 ６ 千 円

で ご ざ い ま す 。  

 主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、歳 入 で は 、一 般 会 計 繰 入 金

及 び 病 院 事 業 剰 余 金 収 入 を 計 上 し 、歳 出 で は 、病 院 事 業

の 清 算 に 係 る 経 費 及 び 一 般 会 計 繰 出 金 な ど を 計 上 し て

お り ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 3 2 号  令 和 ７ 年 度 小 城 市 水 道 事 業 会 計

予 算 で ご ざ い ま す が 、収 益 的 収 入 及 び 支 出 の 総 額 は 、収

益 的 収 入 及 び 支 出 そ れ ぞ れ ３ 億 3 , 1 8 9 万 ８ 千 円 で ご ざ

い ま す 。  

収 益 的 収 入 に つ き ま し て は 、水 道 使 用 料 、工 事 負 担 金 、

受 取 利 息 及 び 配 当 金 な ど を 計 上 し て お り ま す 。  

収 益 的 支 出 に つ き ま し て は 、佐 賀 西 部 広 域 水 道 企 業 団
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か ら の 受 水 費 、施 設 の 維 持 管 理 費 、固 定 資 産 減 価 償 却 費

な ど を 計 上 し て お り ま す 。  

次 に 、 資 本 的 収 入 に つ き ま し て は 、 一 般 会 計 出 資 金 、

工 事 負 担 金 、 固 定 資 産 売 却 代 金 と し て １ 億 3 3 6 万 円 を

計 上 し て お り ま す 。  

資 本 的 支 出 に つ き ま し て は 、配 水 管 布 設 替 工 事 等 の 建

設 改 良 費 、企 業 債 元 金 の 償 還 金 、固 定 資 産 購 入 費 な ど ３

億 9 0 万 ９ 千 円 を 計 上 し て お り ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 3 3 号  令 和 ７ 年 度 小 城 市 病 院 事 業 会 計

予 算 で ご ざ い ま す が 、 令 和 ７ 年 度 予 算 に つ き ま し て は 、

令 和 ７ 年 ７ 月 １ 日 の 公 立 佐 賀 中 央 病 院 開 設 に 伴 い 、令 和

７ 年 ６ 月 3 0 日 を も っ て 小 城 市 民 病 院 を 閉 院 す る た め 、

令 和 ７ 年 ４ 月 か ら 令 和 ７ 年 ６ 月 ま で の 予 算 計 上 と な っ

て お り ま す 。  

収 益 的 収 入 の 総 額 は 、２ 億 5 , 9 3 0 万 ４ 千 円 、支 出 の 総

額 は 、 ３ 億 9 , 7 9 1 万 ２ 千 円 で ご ざ い ま す 。  

収 益 的 収 入 に つ き ま し て は 、入 院 収 益 、外 来 収 益 な ど

の 医 業 収 益 、預 金 利 息 や 不 採 算 地 区 病 院 の 運 営 に 要 す る

経 費 な ど の 他 会 計 負 担 金 な ど 医 業 外 収 益 を 計 上 し て お

り ま す 。  

収 益 的 支 出 に つ き ま し て は 、給 与 費 、薬 品 等 の 材 料 費

な ど の 医 業 費 用 、企 業 債 の 支 払 利 息 、消 費 税 及 び 地 方 消

費 税 な ど の 医 業 外 費 用 を 計 上 し て お り ま す 。  

次 に 、資 本 的 収 入 及 び 資 本 的 支 出 に つ き ま し て は 、収
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入 及 び 支 出 の 具 体 的 な 予 定 が な い こ と か ら 、予 算 計 上 し

て お り ま せ ん 。  

 

次 に 、 議 案 第 3 4 号  令 和 ７ 年 度 小 城 市 下 水 道 事 業 会

計 予 算 で ご ざ い ま す が 、収 益 的 収 入 に つ き ま し て は 、1 9

億 4 , 4 5 1 万 円 、収 益 的 支 出 に つ き ま し て は 、1 6 億 4 , 7 5 1

万 ７ 千 円 で ご ざ い ま す 。  

収 益 的 収 入 の 主 な も の に つ き ま し て は 、下 水 道 使 用 料 、

他 会 計 補 助 金 、長 期 前 受 金 戻 入
れいにゅう

な ど を 計 上 し て お り ま す 。 

収 益 的 支 出 の 主 な も の に つ き ま し て は 、施 設 の 維 持 管

理 費 、固 定 資 産 の 減 価 償 却 費 、企 業 債 利 息 の 償 還 金 な ど

を 計 上 し て お り ま す 。  

次 に 、資 本 的 収 入 に つ き ま し て は 、９ 億 4 , 6 9 6 万 ５ 千

円 、 資 本 的 支 出 に つ き ま し て は 、 1 7 億 8 , 8 8 1 万 円 で ご

ざ い ま す 。  

資 本 的 収 入 の 主 な も の に つ き ま し て は 、企 業 債 、他 会

計 補 助 金 、国・県 補 助 金 、受 益 者 負 担 金 な ど を 計 上 し て

お り ま す 。  

資 本 的 支 出 の 主 な も の に つ き ま し て は 、 下 水 道 管 渠 、

処 理 場 及 び 浄 化 槽 等 の 建 設 改 良 費 や 、企 業 債 元 金 の 償 還

金 な ど を 計 上 し て お り ま す 。  

 

 続 き ま し て 、諮 問 関 係 議 案 に つ い て 御 説 明 申 し 上 げ ま

す 。  
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ま ず 、諮 問 第 １ 号  人 権 擁 護 委 員 候 補 者 の 推 薦 に つ い

て で ご ざ い ま す が 、人 権 擁 護 委 員 の 本 村
も と む ら

 直
な お

幹
も と

氏 が 、令

和 ７ 年 ６ 月 3 0 日 を も っ て 任 期 満 了 と な り ま す の で 、 再

度 推 薦 す る た め 、人 権 擁 護 委 員 法 第 ６ 条 第 ３ 項 の 規 定 に

よ り 議 会 の 意 見 を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、諮 問 第 ２ 号  人 権 擁 護 委 員 候 補 者 の 推 薦 に つ い

て で ご ざ い ま す が 、人 権 擁 護 委 員 の 鍵 山
か ぎ や ま

 均
ひとし

氏 が 、令 和

７ 年 ６ 月 3 0 日 を も っ て 任 期 満 了 と な り ま す の で 、 後 任

の 人 権 擁 護 委 員 と し て 、横
よ こ

曽 根
そ ね

 雅
ま さ

仁
ひ と

氏 を 推 薦 す る た め 、

人 権 擁 護 委 員 法 第 ６ 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 議 会 の 意 見

を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、諮 問 第 ３ 号  人 権 擁 護 委 員 候 補 者 の 推 薦 に つ い

て で ご ざ い ま す が 、人 権 擁 護 委 員 の 古 舘
ふ る た ち

 彰 子
あ き こ

氏 が 、令

和 ７ 年 ６ 月 3 0 日 を も っ て 任 期 満 了 と な り ま す の で 、 後

任 の 人 権 擁 護 委 員 と し て 、西 山
に し や ま

 里 美
さ と み

氏 を 推 薦 す る た め 、

人 権 擁 護 委 員 法 第 ６ 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 議 会 の 意 見

を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、諮 問 第 ４ 号  人 権 擁 護 委 員 候 補 者 の 推 薦 に つ い

て で ご ざ い ま す が 、人 権 擁 護 委 員 の 樋 口
ひ ぐ ち

 浩
ひろし

氏 が 、令 和

７ 年 ６ 月 3 0 日 を も っ て 任 期 満 了 と な り ま す の で 、 後 任

の 人 権 擁 護 委 員 と し て 、 南 里
な ん り

 頼
と も

弘
ひ ろ

氏 を 推 薦 す る た め 、

人 権 擁 護 委 員 法 第 ６ 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 議 会 の 意 見
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を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。  

 

 続 き ま し て 、報 告 関 係 議 案 に つ い て 御 報 告 申 し 上 げ ま

す 。  

 

ま ず 、報 告 第 １ 号  専 決 処 分 の 報 告 に つ い て で ご ざ い

ま す が 、令 和 ６ 年 ５ 月 ７ 日 午 前 1 0 時 5 0 分 頃 、市 が 所 有

す る 可 燃 物 収 集 車 を 後 退 さ せ る 際 、相 手 方 敷 地 の ご み ス

テ ー シ ョ ン に 接 触 し 、ご み ス テ ー シ ョ ン の 一 部 を 損 傷 さ

せ た も の で 、示 談 が 成 立 し 、小 城 市 長 の 専 決 処 分 事 項 の

指 定 に 関 す る 条 例 第 ２ 条 第 ３ 号 の 規 定 に よ り 、令 和 ６ 年

1 2 月 1 8 日 付 で 専 決 処 分 を し ま し た の で 、地 方 自 治 法 第

1 8 0 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 報 告 す る も の で ご ざ い ま す 。 

 

次 に 、報 告 第 ２ 号  専 決 処 分 の 報 告 に つ い て で ご ざ い

ま す が 、令 和 ６ 年 1 2 月 1 3 日 、郵 便 料 金 支 払 い 遅 延 に 係

る 延 滞 利 息 が 発 生 す る こ と が 判 明 し 、延 滞 利 息 を 支 払 う

必 要 が あ っ た た め 、小 城 市 長 の 専 決 処 分 事 項 の 指 定 に 関

す る 条 例 第 ２ 条 第 ３ 号 の 規 定 に よ り 、令 和 ６ 年 1 2 月 2 3

日 付 で 専 決 処 分 を し ま し た の で 、 地 方 自 治 法 第 1 8 0 条

第 ２ 項 の 規 定 に よ り 報 告 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

 次 に 、報 告 第 ３ 号  専 決 処 分 の 報 告 に つ い て で ご ざ い

ま す が 、 令 和 ６ 年 1 2 月 3 0 日 午 前 1 1 時 1 5 分 頃 、 市 が

所 有 す る 可 燃 物 収 集 車 を 後 退 さ せ る 際 、相 手 方 敷 地 の 植
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栽 用 ブ ロ ッ ク 塀 に 接 触 し 、ブ ロ ッ ク 塀 の 一 部 を 損 傷 さ せ

た も の で 、示 談 が 成 立 し 、小 城 市 長 の 専 決 処 分 事 項 の 指

定 に 関 す る 条 例 第 ２ 条 第 ３ 号 の 規 定 に よ り 、令 和 ７ 年 １

月 2 8 日 付 で 専 決 処 分 を し ま し た の で 、地 方 自 治 法 第 1 8 0

条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 報 告 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

以 上 、本 定 例 会 に 提 案 を い た し て お り ま す 議 案 に つ き

ま し て は 、そ の 概 要 を 御 説 明 申 し 上 げ ま し た が 、御 審 議

の 上 、御 承 認 賜 り ま す よ う よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま し

て 、 提 案 理 由 の 御 説 明 と さ せ て い た だ き ま す 。  

ど う ぞ よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  


